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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】透析患者の低栄養は慢性炎症や動脈硬化と関連し、生命予後への危険因子である。透析患者の栄養状
態を体脂肪量で評価し、体脂肪変化量と炎症との関係、生命予後との関係につき検討した。 
【研究１】対象は血液透析患者454人。dual energy X-ray absorptiometryを用いて１年の間隔で体脂肪量を２
回測定し、年間変化量を求めた。透析期間１年未満の患者（65人）の体脂肪量は有意に増加したが（p＜0.0001）、
透析期間１年以上の患者（389人）では有意に減少した（p＜0.005）。後者の患者では、体脂肪変化量とＣ反応
性蛋白（CRP）は有意な負の相関関係を示し（r＝-0.165, p＝0.0011）、多変量解析ではCRPは体脂肪変化量に対
して透析期間やBUNや体脂肪量前値とともに独立した有意な寄与因子であった。<小括１>慢性炎症は体脂肪量の
減少に対して独立した有意な寄与因子である。 
【研究２】対象は女性血液透析患者190人。体脂肪量を１年の間隔で２回測定し、体脂肪量の変化と生命予後に
つき検討した。死亡群（65人）では生存群（125人）に比べ体脂肪量の変化が高度の傾向であった（-1.0±
2.5vs.-0.3±0.6kg, p＝0.0776）。次に、体脂肪量減少群（110人）と体脂肪量増加群（80人）に分け生命予後
につきKaplan-Meier解析で検討したところ、前者では後者に比べ有意に生命予後不良であった（p＝0.021）。Cox
多変量解析において体脂肪変化量は、年齢、透析期間、糖尿病の有無、アルブミン値と独立して、全死亡に対
する有意な寄与因子であった（hazard ratio O.855[95％ CI O.763-0.958], p＝0.0072）。<小括２>体脂肪量の
減少は死亡に対する有意な寄与因子である。 
【結論】血液透析患者において、慢性炎症が体脂肪量の減少に関与すること、体脂肪量の減少は生命予後に対
して有意な寄与因子であることが示された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 透析患者の低栄養は慢性炎症や動脈硬化と関連し、生命予後への危険因子である。透析患者の栄養状態を体
脂肪量で評価し、体脂肪変化量と炎症との関係、生命予後との関係につき検討した。 
【研究１】対象は慢性炎症や悪性疾患を有する患者を除外した血液透析患者454人で、平均年齢61歳、男性269
人、女性185人である。dual energy X-ray absorptiometryを用いて１年の間隔で体脂肪量を２回測定し、年間
変化量を求めた。透析期間１年未満の患者（65人）の体脂肪量は有意に増加したが（p＜0.0001）、透析期間１
年以上の患者（389人）では有意に減少した（p＜0.005）。後者の患者では、体脂肪変化量とC反応性蛋白（CRP）
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は有意な負の相関関係を示し（r＝-0.165,p＝0.0011）、多変量解析ではCRPは体脂肪変化量に対して透析期間と
BUNや体脂肪量前値とともに独立した有意な寄与因子であった。 
【研究２】対象は慢性炎症や悪性疾患を有する患者を除外した女性血液透析患者190人（平均年齢62歳）である。
体脂肪量を１年の間隔で２回測定し、体脂肪量の変化と生命予後につき検討した。体脂肪量減少群（110人）と
体脂肪量増加群（80人）に分け生命予後につきKaplan-Meier解析で検討したところ、前者では後者に比べ有意
に生命予後不良であった（p＝0.021）。Cox多変量解析において体脂肪変化量は、年齢、透析期間、糖尿病の有
無、アルブミン値と独立して、全死亡に対する有意な寄与因子であった（hazard ratio 0.855[95％ CI 
0.763-0.958], P＝0.0072）。 
 以上より血液透析患者において、慢性炎症が体脂肪量の減少に関与すること、女性透析患者においては体脂
肪量の減少は生命予後に対して有意な寄与因子であることが示された。 
 以上の研究は、透析患者における栄養状態の評価、とくに年間体脂肪量変化量が女性透析患者の生命予後予
測因子になることを示し、よって本研究は臨床治療学に貢献しており、博士（医学）の学位を授与されるに値
するものと判定された。 
